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「従業員は協同者」

企業文化に根差したヘルスサポート活動

2013年10月30日

ライオン株式会社

ライオンの企業文化について

創業当時より変わらずに

受け継がれているもの
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弊社の

コーポレートメッセージ

ライオンの企業文化

１．小林夜学校（１９０１年）

「従業員は協同者」が原点

女子部 男子部

２．労働条件明確化（１９０６年）
月給制、８時間勤務、純利益の５０％を従業員に還元

３．日曜日の全休制（１９１１年）

４．ライオン健保施設として結核病棟を設置（１９４６年）

５．家族の健康診断開始（１９６１年）

人事労務制度の歴史
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わが社は「愛の精神の実践」を経営の基本とし、
人々の幸福と生活の向上に寄与する。

わが社は「愛の精神の実践」を経営の基本とし、
人々の幸福と生活の向上に寄与する。

創業１２０周年を超えて

社是

１．われわれは、人の力、技術の力、マーケティングの力を結集して、

日々の暮らしに役立つ優良製品を提供する
２．われわれは、創業以来の伝統である「挑戦と創造の心」を大切にし、

事業の永続的発展に努める
３．われわれは、企業を支えるすべての人々に深く感謝し、

誠意と相互の信頼をもって共栄をはかる。

経営
理念

受け継がれる、企業文化

ライオンのヘルスサポートについて

伝統、企業文化を踏まえ、

「健康指針」に基づく一次予防活動へ
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ライオンのヘルスサポートについて

安心して健康でいきいきと働ける

就業環境をめざして

今後の従業員のグローバル化や高齢化に備え、
多様な人材の活躍促進を健康面から支え、
健康で快適な会社づくりを目指す

＜健康指針＞
「今日を愛する。」ことは、一生を大切にすること。すべての人々の

「今日」に貢献したい。 この想いを実行するには、何より「健康」
であることが前提となる。
会社の協同者である従業員の健康会社の協同者である従業員の健康は、従業員本人および家族の幸福の従業員本人および家族の幸福の
礎礎であるとともに、会社の健全な成長を支える経営基盤である会社の健全な成長を支える経営基盤である。 経
営者と従業員が一丸となって健康保持・増進に向けた取組みを積極的
に推進し、すべての人々の「今日」に貢献する、健康で活力のある会
社を目指す。

この考えに基づき、各種法令の遵守、プライバシーの保護に十分配慮を

して、以下の指針に沿った健康管理活動を推進する。
１．＜健康管理能力の向上＞

従業員は自己の責任において健康管理を行うことを認識し、
会社は組織的かつ着実な健康管理活動を通じ、従業員各人の健康管理
能力の向上を支援する。

２．＜快適な職場環境の形成＞

会社は、従業員が安心・信頼して働ける快適な職場環境の形成を通じて
健康の確保を図るとともに、活き活きと業務が遂行できるよう従業員の
健康 状態に常に配慮する。

３．＜将来を見据えた活動＞

当社としての特性・知見を活かし、口腔衛生から全身健康まで、
戦略的に将来を見据えた健康管理活動を推進する。
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ライオンのヘルスサポート活動（全体像）

ひとりひとりの顔が見える活動

健診後全員面接の実施

社内ヘルスサポート体制（全社方針・理解・浸透）

生活習慣病
対策

メンタルヘルス
対策

口腔衛生

その他
各種活動

健康指針

一
次
予
防
活
動
に
特
に
注
力

各
種
取
組

基

礎

基礎１．健診後全員面接の実施

健康診断後産業医または看護職による面接指導を実施
医師・看護職が、若年層も含め従業員全員と面談します。

これにより、

・生活習慣の改善指導

・メンタルヘルス予防および対応

・口腔衛生の強化

・その他各種の施策展開

・人事異動等に際しての健康配慮

全ての面で

キメ細かな

活動と、その

クオリティを

保つことが

可能となる。

実施率１００％ 従業員からの信頼
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・全国組織としての健康サポート室

・各事業所に看護職を配置

（社員約３００人に１人の看護職）

・人事部、健康保険組合との密な連携

（毎月の委員会にて施策検討）

・事業所毎、事業本部毎に、産業保健推進者

を設置して、連携を強化

・全社健康管理計画は経営の承認を受ける

基礎２．ライオンのヘルスサポート体制

展開施策の例

①LIS２１（３５歳健康セミナー）

②口腔衛生強化活動（ALOHA）

③５０歳からの健康管理強化
１）LIS２１シニアセミナー（５０歳セミナー）
２）カフェテリア検診

④メンタルヘルス対策
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ＬＩＳ２１について

（ Ｌｉｏｎ Life Innovation Seminarの略 ）

コンセプト
人生のターニングポイントである３５歳の従業員を対象に
日々の生活習慣を見直し、『食事・運動・休養』についての
健康行動を体験する。この体験を通して、将来的な健康観
を培い、より良い生活習慣を獲得し、健康に対する自己管
理能力を高め（セルフケアの確立）、さらに健康の保
持・増進（生活習慣病予防）に役立てることを目的とする。

満３５歳全員
参加１泊２日型

セミナー

施策例①．ＬＩＳ２１（３５歳健康づくりセミナー）

自己管理能力向上への
アプローチ

１０年以上に亘り継続実施

自己管理能力の向上、生活習慣病関連指標の増悪抑制

にも効果を認める。

むし歯･歯周病なし

むし歯なし･
軽度の歯周病

むし歯あり、又は
重度の歯周病

支援メールと
お口の健康情報発信

メールによる応援
(受療促進)

予防措置
歯みがき指導と予防的歯石除去
30分/人

歯
科
健
診

ＡＬＯＨＡとは、

ＡＬＬ ＬＩＯＮ ＯＲＡＬ

ＨＥＡＬＴＨ ＡＣＴＶＩＴＹ

施策例②．歯科衛生活動（ALOHA活動）

公
益
財
団
法
人
ラ
イ
オ
ン

歯
科
衛
生
研
究
所
を
活
用

一人当たりの歯科医療費は「歯科保健活動未実施の健保」と比較し、

全従業員を対象に産業歯科を実施しているライオン健保は少ない傾向。
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１）50歳時セミナー（ＬＩＳ21シニアセミナー）
（＝生活習慣病予防［がん・血管障害予防］、自己管理能力向上対策）

65歳までいきいきと働ける

LIS21（35歳健康ｾﾐﾅｰ）
３５歳時に全従業員に実施

５０歳時にセミナー
・人事
・健康保険組合・基金
・健康サポート室

１５年後

１５年間

参加群（年度）は参加していない群（年度）より
体重増加抑制等効果あり

ポピュレーションアプローチとしての職域における35歳時の集団健康教育の効果
（Nishinoue N, et al. J UOEH 33（1）：23-34（2011） )

早期発見・早期対応
自身の生活習慣の見直し

通院・内服の継続の重要性

施策例③．５０歳からの健康管理強化

今年度より
スタート

人事部・健康保険組合との共催

2）51歳からのカフェテリア検診
（＝［がん、心臓・脳血管障害予防対策（早期発見））

シニアセミナーにて
自身の健康を見直す
⇒今後自身に必要と

考えられる項目を検討

５０歳時

定期健診とは別に
自己選択型の検診が

できる環境づくり
（オーダーメイド型）

５１歳以降

毎年補助

自身の既往歴・家族歴・生活習慣等を考慮

早期発見・早期対応
→予防できる疾病での

在職者死亡の減少

検診環境の整備と受診促進のための補助

施策例③．５０歳からの健康管理強化

今年度より
スタート
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時期的な要所を意識した展開

２つの年代別セミナーと関連施策の位置づけ

特定健診
・特定保健指導 カフェテリア検診

22歳 35歳 50歳 65歳

入社 LIS21
35歳ｾﾐﾅｰ

LIS 21
ｼﾆｱｾﾐﾅｰ

退職

健康リスク

施策例③．５０歳からの健康管理強化

１）セルフケアの充実
①職業性簡易ストレス調査を年１回実施。結果は本人がＷＥＢで

確認し、ＷＥＢ上から健康管理室に相談可能な体制を構築

②階層別研修にメンタルヘルスプログラムを追加導入

２）ラインケアの強化
①ストレス調査の集計から職場別課題を抽出し、職制に適宜

フィードバックを行う

②職場環境改善に繋がる診断ツールを導入＋管理職研修

３）産業保健スタッフ、産業医によるケアの充実
①統括産業医と気軽に相談できるよう、各事業所の健康サポー

ト室にテレビ電話を設置

施策例④．メンタルヘルス対策

実施率97%

受講率90%以上
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安心していきいきと働ける職場・
いきいき社員の醸成

会 社

従業員

家 族

コミュニケーション

社是・経営理念・健康指針

６５歳までいきいきと
働けるよう健康をサポート

健康維持・
業務へのモチベーション

会社の活力・
生産性の向上

家 族

ライオンのヘルスサポートの目指す姿

「社員は協同者」

ライオンらしい、ヘルスサポート活動を
推進して行きたいと思います。


